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“ポーズもばっちり” 

８月　８月１６１６日、あぐいふれあい盆踊りの夕べで、よさこいチームあぐい騰のメンバー日、あぐいふれあい盆踊りの夕べで、よさこいチームあぐい騰のメンバー
が躍動感あふれるダンスを披露しました。が躍動感あふれるダンスを披露しました。
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阿久比町 
マスコットキャラクター ��������

衆議院議員総選挙９月１１日実施 ………………２Ｐ
災害に備えてするべきこと ……………………４Ｐ
まちの話題 ………………………………………６Ｐ

女性が語るソロモン諸島講演会を開催します  …１０Ｐ
夏の日の思い出（公民館だより）  ……………１２Ｐ
みんなの童話 ……………………………………１３Ｐ
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広報あぐい　２００５年９月１日号

住 ん で い る 地 区投　票　所

横松・萩・宮津東 部 小 学 校

宮津団地・宮津山田宮 津 保 育 園

板山・福住・福住園高台・坂部・阿久比団地英 比 小 学 校

高根台高根台集会所

白沢・白沢台・メイツ巽ケ丘白 沢 区 民 館

草木草 木 小 学 校

卯之山・阿久比・椋岡・矢口中央公民館南館

高岡・植・大古根南 部 小 学 校

投
　
票
　
所

投
　
票
　
所 

投
　
票
　
所

投
　
票
　
所 

投
　
票
　
所 

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
、
新
た
な
衆
議
院
議
員
を
選
ぶ
た
め
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
声
が
国
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
投
票
に
出
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く 

国政と暮らしをつなぐこの一票 

投票日は 9月11日（日） 
投票時間は午前7時～午後8時 
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昭
和
六
十
年
九
月
十
二
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十
九
日

以
前
か
ら
阿
久
比
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
、
投
票
日
当
日
ま
で
引
き
続
き

本
町
に
住
所
の
あ
る
方
。

　

平
成
十
七
年
五
月
三
十
日
以
後
に
転
入

届
を
出
さ
れ
た
方
は
、
前
に
住
ん
で
い
た

市
区
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
用
事
が

あ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

□
期　

間

　

八
月
三
十
一
日（
水
）〜
九
月
十
日（
土
）

※　

国
民
審
査
の
期
日
前
投
票
は
九
月
四

日（
日
）〜
九
月
十
日（
土
）

期
日
前
投
票

□
時　

間

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

□
場　

所

　

阿
久
比
町
役
場
総
務
課

※　

期
日
前
投
票
は
「
宣
誓
書
」
に
簡
単

な
必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で
で
き

ま
す
。

　

入
場
券
が
届
い
た
ら
、
そ
れ
を
持
参

し
て
投
票
に
来
て
く
だ
さ
い
。

�
　

指
定
病
院
や
他
の
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
重
度
の
身
体
障
害
な
ど
に
よ
り
、

外
出
が
困
難
な
方
で
、
一
定
の
条
件
に
該

当
す
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

�□
日　

時　

九
月
十
一
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
九
時
十
五
分
〜

□
場　

所　

中
央
公
民
館
南
館
ホ
ー
ル

※　

当
日
の
投
開
票
状
況
は
阿
久
比
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
選
挙
速
報
と
し
て
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
阿
久
比
町
選
挙
管
理
委
員
会
�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
０
７
・
２
３
７
）

開　
　
　

票

問
い
合
わ
せ
先

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

や
め
さ
せ
た
い
と
思
う
裁
判
官
の
氏
名

の
上
欄
に
×
印
を
記
入

�

�

�

�

����������������������������

����������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度

　　

小
選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選
挙
の
二

つ
の
選
挙
に
よ
っ
て
議
員
を
選
び
ま
す
。

　

小
選
挙
区
選
挙
は
一
選
挙
区
か
ら
一
人

の
議
員
を
選
び
ま
す
。（
阿
久
比
町
は
愛
知

県
第
八
区
で
す
。）

　

比
例
代
表
選
挙
は
全
国
十
一
の
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
行
わ
れ
、
各
政
党
の
得
票
数
に

応
じ
て
議
員
を
選
び
ま
す
。（
愛
知
県
は
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。）

選 挙選 挙
小
選
挙
区
選
挙

　

候
補
者
の
氏
名
を
記
入

比
例
代
表
選
挙

　

政
党
の
名
称
を
記
入

　「選挙」って何か面倒くさい。「投票」ってどうやってするの。そ
のように思っている方、投票は簡単です。

①　投票日に、自分の住んでいる地区の投票所へ行き、受付係に入
場券を出します。
※　入場券はあらかじめ阿久比町選挙管理委員会から送付します。
入場券がなくても、本人と確認できれば投票できます。

②　名簿対照係が本人確認をします。
③　投票用紙交付係に投票用紙をもらいます。
④　投票記載台で投票用紙に自分で記入します。
⑤　投票箱に投かんします。

記入 

投
票
お
わ
り 

出口 

④ 

⑤ 

投票箱 

③ 

投票用紙 

投票立会人 投票管理者 ① 

② 名簿 

 
受付 

 

入口 

入
場
券 

［投票所］ 

投投投投投投投投投投 票票票票票票票票票票 のののののののののの しししししししししし くくくくくくくくくく みみみみみみみみみみ投 票 の し く み

投
票
で
き
る
人

投
票
の
方
法
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��
　
「
地
震
が
来
た
ら
も
う
仕
方
な
い
」と
考

え
て
い
ま
せ
ん
か
。
確
か
に
地
震
は
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
事
前

の
備
え
を
し
っ
か
り
準
備
し
て
お
け
ば
、

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
命
が
助
か
る

可
能
性
は
確
実
に
高
ま
り
ま
す
。

　
「
家
庭
の
防
災
対
策
」と
い
っ
て
も
何
か

ら
始
め
た
ら
い
い
か
分
ら
な
い
と
困
惑
し
、

手
付
か
ず
状
態
の
家
庭
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
防
災
の
備
え
に
完
璧
と

い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
４
つ
の

基
本
は
押
え
ま
し
ょ
う
。

①
家
具
の
転
倒
防
止

　

休
日
や
夜
間
を
含
め
れ
ば
、
生
活
す
る

時
間
が
最
も
長
い
の
が
自
宅
と
な
り
ま
す
。

家
族
の
生
活
の
場
で
あ
る
家
と
家
具
が
、

凶
器
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
テ
レ
ビ

地
震
に
備
え
る
た
め
に

〜
最
低
限
こ
れ
だ
け
は

　
　

や
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
　
　

事
前
の
備
え
〜

　

阪
神
大
震
災
で
三 
㍍ 
も
飛
ん
だ
例
も
あ

り
ま
す
。
止
め
金
具
用
の
穴
を
利
用
し
て

固
定
す
る
。
花
瓶
な
ど
が
倒
れ
る
と
、
発

火
、
爆
発
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
上

に
は
置
か
な
い
。

◎
ピ
ア
ノ

　

多
く
の
被
害
は
転
倒
で
な
く
「
移
動
」

で
あ
っ
た
の
で
、
移
動
防
止
を
考
え
る
。

◎
冷
蔵
庫

　

背
面
に
あ
る
運
搬
用
の
取
っ
手
を
利
用

し
て
転
倒
防
止
ベ
ル
ト
を
使
っ
て
固
定
す

る
。

◎
照
明
器
具

　

寝
室
だ
け
で
も
つ
り
下
げ
タ
イ
プ
か
ら

直
接
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
に
変
え
る
。

◎
食
器
棚
・
本
棚
・
タ
ン
ス

　

Ｌ
字
金
具
で
固
定
。
重
い
モ
ノ
は
下
段

に
隙
間
無
く
収
納
。
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
を
張
る
。
警
戒
宣
言
発
令
時
や

余
震
が
続
く
時
に
下
段
の
引
き
出
し
を
少

し
開
け
て
お
く
と
倒
れ
に
く
い
。

②
家
屋
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

　

愛
知
県
が
実
施
し
た
東
南
海
地
震
の
被

害
予
測
で
は
、
阿
久
比
町
の
ほ
ぼ
全
域
で

震
度
６
弱
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

耐
震
性
の
低
い
家
で
は
財
産
を
失
う
だ

け
で
な
く
、
さ
ら
に
家
族
の
命
ま
で
も
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
ん
で
い
る
家
が

地
震
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
強
さ
が
あ
る

か
ま
ず
耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日

以
前
に
建
築
（
着
工
）
さ
れ
た
木
造
住
宅

（
長
屋
と
併
用
住
宅
で
借
家
を
含
む
）
の

無
料
耐
震
診
断
を
今
年
度
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。
耐
震
改
修
補
助
制
度
は
来
年
度
ま

で
実
施
し
ま
す
。（
問
い
合
わ
せ
先　

建
設

課
計
画
係
（
内
２
８
８
））

　
③
避
難
場
所
や
安
否
確
認
の
家

族
間
で
の
約
束

　　

電
話
が
集
中
し
て
か
か
り
に
く
く
な
れ

ば
、
離
れ
ば
な
れ
と
な
っ
た
家
族
間
の
連

絡
は
取
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
家
族
間
で

集
合
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１

７
１
」
の
利
用
方
法
を
習
得
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
毎
月
一
日
は
体
験
利
用

が
で
き
ま
す
。

④
非
常
持
出
袋
、備
蓄
品
の
用
意

　

三
つ
の
場
所
に
分
け
て
準
備
し
ま
し
ょ

う
。

◎
枕
元
の
袋

・
懐
中
電
灯
・
赤
色
灯
付
き
ホ
イ
ッ
ス
ル

（
下
敷
き
に
な
っ
て
動
け
な
い
と
き
に

使
用
）・
厚
底
ス
リ
ッ
パ（
ガ
ラ
ス
な
ど
が

散
乱
し
た
屋
内
を
移
動
す
る
た
め
に
）

◎
持
ち
出
し
や
す
い
場
所
に
リ
ュ
ッ
ク
で

用
意

・
高
カ
ロ
リ
ー
食
・
飲
料
水
・
雨
具
・
携

帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
軍
手
・
万
能

ナ
イ
フ
・
マ
グ
カ
ッ
プ
・
ば
ん
そ
う
こ

う
・
タ
オ
ル
・
せ
っ
け
ん
・
ラ
ッ
プ
・

ポ
リ
袋
・
筆
記
具
・
ノ
ー
ト
な
ど

◎
車
の
ト
ラ
ン
ク
や
屋
外
の
物
置
な
ど
に

衣
装
ケ
ー
ス
な
ど
に
入
れ
て
用
意

・
食
料
・
飲
料
水
・
新
聞
紙
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
食
器

類
・
テ
ン
ト
・
寝
袋
な
ど

２２ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

川の水位（阿久比川・十ケ川）が
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害にににににににににににににににににににににににににににににににに備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備ええええええええええええええええええええええええええええええええててててててててててててててててててててててててててててててててに備えて

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべききききききききききききききききききききききききききききききききここここここここここここここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととととととととととととととするべきこと
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�
　

最
近
、
短
時
間
に
局
地
的
、
突
発
的
な

大
雨
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
予
報
エ
リ
ア

が
細
分
化
さ
れ
ま
し
た
が
こ
の
よ
う
な
集

中
豪
雨
は
、
予
測
が
難
し
く
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
で
最
新
の
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

気
象
警
報
の
中
で
「
一
時
間
に
五
十
㍉

以
上
の
非
常
に
激
し
い
雨
が
降
る
」「
過
去

数
年
間
で
最
も
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危

険
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
表
現

が
あ
っ
た
場
合
は
特
に
気
を
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
浸
水
時
の
避
難
の
注
意
点

風
水
害
に
備
え
る
た
め
に

◎　

深
さ
五
十
㌢（
膝
上
）を
上
回
る
場
所

で
の
避
難
行
動
は
危
険
で
す
。
流
れ
が

速
い
場
合
は
二
十 
㌢ 
程
度
で
も
歩
く
こ

と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

◎　

側
溝
や
水
路
な
ど
の
位
置
が
分
ら
な

い
の
で
、
長
い
棒
で
確
か
め
な
が
ら
、

二
人
以
上
で
歩
き
ま
す
。
車
は
水
没
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎　

避
難
所
ま
で
の
歩
行
が
困
難
と
な
っ

た
ら
、
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
て
自
宅
や
隣
接
建
物
の
二
階
な
ど
に

緊
急
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
と
救
助
は
隣
近
所
の
協
力
が
必
要

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合
い
、
特

に
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
供
が
い
る
場
合

は
お
互
い
に
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

「川の防災情報」は
阿久比町ホームページからアクセスできます

 http://www.kasen-owari.jp/

川の水位（阿久比川・十ケ川）が
リアルタイムに自宅から

確認できます

　インターネット接続画面からアドレスを入力
してください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応しています。
※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象情
報を迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・防災ねっ
と」を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話（パソコンも可）のメールアドレスを登
録することで、町から発信する防災の緊急情報などをメー
ルでお知らせします。
※　災害時緊急メール登録者数６９５人（８月１５日現在）

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携帯電話、インターネットで

阿久比町
あんしん
防災
ねっと

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害にににににににににににににににににににににににににににににににに備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備ええええええええええええええええええええええええええええええええてててててててててててててててててててててててててててててててて
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八
月
十
六
日
、
役
場
前
駐
車
場
で
あ
ぐ

い
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
の
夕
べ
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

浴
衣
を
着
た
老
若
男
女
が
盆
踊
り
の
輪

に
加
わ
り
、
阿
久
比
音
頭
や
オ
ア
シ
ス
音

頭
の
曲
に
合
わ
せ
て
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
ほ
か
に
も
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
あ
ぐ
い
騰
の
メ
ン

バ
ー
が
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
の
力
強
い
ダ

ン
ス
を
披
露
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
金
魚
す
く
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
無
料
模
擬
店
や
夜
店
が
設
け
ら
れ
、
親

子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
愛
知
万
博
の
南
太
平
洋
共
同

館
で
パ
ビ
リ
オ
ン
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い

て
い
る
バ
レ
ッ
ト
・
サ
ラ
ト
さ
ん
が
会
場

に
遊
び
に
き
ま
し
た
。
浴
衣
に
袖
を
通
し

た
サ
ラ
ト
さ
ん
は
、「
軽
く
て
と
て
も
涼
し

い
で
す
」
と
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
と
て

も
気
に
入
っ
た
様
子
で
し
た
。
踊
り
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
残
念
な
が
ら
踊
り
の

輪
に
加
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
金
魚
す

く
い
に
挑
戦
す
る
な
ど
日
本
の
夏
ま
つ
り

の
雰
囲
気
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

力強く打ち鳴らす太鼓

踊りを楽しむ皆さん

金魚すくいを楽しむサラトさん

踊りに夢中になる子ども

親子連れでにぎわう夜店
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　８月１日、愛知万博（愛・地球博）長久手会場愛
知県館あいち・おまつり広場で「知多地域の日」の
催事が行われました。
　ステージでは、「地の旅」「時の旅」「海の旅」「空
の旅」の４部構成で知多地域の魅力あふれる文化、
自然、伝統、技、人、国際交流が紹介されました。
　阿久比町からは東部小学校の環境委員会の児童１４
人とフレンドシップ大使で生け花作家の山本友秋さ
んが出演しました。
　児童はオープニングセレモニーで開会宣言を行い、
「空の旅」の部でホタルの飼育や保護活動に取り組
む活動報告をしました。
　山本さんも「空の旅」の部で世界各国を飛び回り、
生け花の普及に努めている話などを披露しました。
　会場には多くの観客が訪れ、知多地域の魅力を国
内外へ発信しました。

●「どすこい仲間」関西地区のテレビで放映

　８月１０日、大阪読売テレビが阿久比町ボランティア
センター登録グループ「どすこい仲間」を取材に宮津
団地老人憩の家を訪れました。
　グループは関西地区で放映されている「大阪ほんわ
かテレビ」内の「アイドルをさがせ」というコーナー
で紹介されます。
　７人のメンバーが関取を装い「阿久比ほたる」など
阿久比にちなんだ“しこな”の入った化粧まわしをし
て登場し、ホタルや菊などをＰＲしました。
　残念ながらこの地区で放送はありませんが、阿久比
の名がまたひとつ有名になりました。

収録中の「どすこい仲間」のメンバー

●住みよいまちづくり

　７月下旬から８月中旬にかけて、町内の地区を９カ
所の会場に分け、町長はじめ町幹部が出席して「まち
づくり懇談会」を行いました。
　全会場で２９５人の皆さんの参加があり、懇談会では町
長から町の現状報告などを行った後、各地区から意見
や要望が出され、町側との活発な討議が行われました。
　皆さんの声を今後の町政に反映しながら、住みよい
まちづくりを進めていきます。

まちづくり懇談会が行われた宮津団地老人憩の家の会場

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

生け花について語る山本さん

活動報告をする東部小学校児童

知多地域の 
　魅力を披露 
知多地域の 
　魅力を披露 
知多地域の 
　魅力を披露 

阿久比町を紹介するパネル
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「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
」を

目
標
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

支
援
す
る
「
い
き
が
い
教
室
」
を
開
講
し

ま
す
。

　

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�◆
期
間　

十
月
二
十
二
日（
土
）

　
　
　
　

十
一
月
二
十
六
日（
土
）

　
　
　
　

十
二
月
十
七
日（
土
）

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館
ほ
か

◆
対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

◆
定
員　

四
十
人

◆
内
容　

陶
芸
、
電
気
実
験
、
染
色
な
ど

の
教
室
で
す
。

◆
講
師　

各
施
設
職
員
ほ
か

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
四
百
円
程
度

�◆
期
間　

九
月
二
十
五
日（
日
）〜

　
　
　
　

十
二
月
十
八
日（
日
）　

全
十
回

◆
時
間　

①
午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時

　
　
　
　

②
午
前
十
一
時
〜
正
午

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館

◆
対
象　

①
小
学
二
年
・
三
年
生

　
　
　
　

②
小
学
四
年
・
五
年
生

◆
定
員　

各
二
十
人

◆
内
容　

遊
び
を
通
し
て
英
語
と
触
れ
合

う
教
室
で
す
。

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
Ⅲ

子
ど
も
英
語
教
室
Ａ
Ｂ
Ｃ

◆
講
師　

マ
ー
チ
ン
・
ビ
ン
ガ
ム

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
円
程
度

�◆
期
間　

十
二
月
十
日（
土
）

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
正
午

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

十
二
組

◆
内
容　

親
子
で
楽
し
く
手
打
ち
パ
ス
タ

を
作
り
ま
す
。
デ
ザ
ー
ト
な
ど
も

作
る
予
定
で
す
。

◆
講
師　

佐
藤
友
美

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円
程
度

�◆
期
間　

十
一
月
十
三
日（
日
）

　
　
　
　

十
一
月
二
十
日（
日
）　

全
二
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
／
パ
ス
タ
作
り
②

フ
ァ
ミ
リ
ー
新
聞
講
座

◆
対
象　

親
子
（
小
学
四
年
生
以
上
）

◆
定
員　

十
五
組

◆
内
容　

新
聞
の
作
り
方
や
ミ
ニ
記
者
体

験
を
し
な
が
ら
楽
し
く
新
聞
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
学
級
新
聞
や
家

族
新
聞
を
作
る
参
考
に
な
り
ま
す

よ
。

◆
講
師　

中
日
新
聞
社
職
員

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

�◆
期
間　

九
月
三
十
日（
金
）〜

　
　
　
　

十
月
二
十
八
日（
金
）　

全
五
回

◆
対
象　

一
般

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館

◆
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
定
員　

十
二
人

◆
内
容　

煮
物
、
焼
物
、
さ
し
み
な
ど
魚

料
理
を
中
心
と
し
た
和
食
の
作
り

方
の
教
室
で
す
。

◆
講
師　

都
筑　

宰
（
魚
与
）

◆
受
講
料
な
ど　

六
千
円
程
度

�◆
期
間　

①
十
一
月
十
四
日（
月
）

　
　
　
　

②
十
一
月
十
五
日（
火
）

◆
時
間　

①
午
前
九
時
半
〜
正
午

　
　
　
　

②
午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
五
人

◆
内
容　

押
し
絵
で
来
年
の
干
支
の「
戌
」

を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

田
中
明
美

◆
受
講
料
な
ど　

千
八
百
円
程
度

和
食
あ
れ
こ
れ

手
工
芸
教
室「
押
し
絵
①
②
」

平
成
１７
年
度
第
３
期 

　 
い
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 

子どもチャレンジスクール（電気実験）
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�◆
期
間　

十
一
月
十
七
日（
木
）〜

　
　
　
　

十
二
月
十
五
日（
木
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

鉢
花
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
や
壁
掛
用
の
コ
サ
ー
ジ
な
ど
を

作
り
ま
す
。

◆
講
師　

森
田
健
司

◆
受
講
料
な
ど　

七
千
五
百
円
程
度

�◆
期
間　

十
一
月
二
十
五
日（
金
）

　
　
　
　

十
二
月
二
日（
金
）

◆
時
間　

①
午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

　
　
　
　

②
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
　
　
　

③
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
座

パ
ソ
コ
ン
教
室
／
年
賀
状
を
作
ろ
う

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
二
十
人

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
で
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
年
賀
状
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
受
講
料
な
ど　

五
百
円

�◆
期
間　

十
二
月
二
十
四
日（
土
）

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
正
午

◆
会
場　

町
立
ふ
れ
あ
い
の
森

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
内
容　

寄
せ
植
え
（
松
竹
梅
）
の
盆
栽

を
作
り
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
盆

栽
を
飾
っ
て
正
月
を
迎
え
ま
せ
ん

か
。

◆
講
師　

吉
岡　

博

◆
受
講
料
な
ど　

四
千
二
百
円
程
度

�◆
期
間　

十
二
月
五
日（
月
）〜

　
　
　
　

十
二
月
二
十
日（
火
）　

全
六
回

◆
時
間　

①
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
　
　
　

②
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

町
立
中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触
る
方
、

ほ
と
ん
ど
解
ら
な
い
方
の
た
め
の

入
門
講
座
で
す
。
ス
イ
ッ
チ
の
入

れ
方
か
ら
簡
単
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
メ
ー
ル
な
ど
の
操
作
方
法
を

学
び
ま
す
。

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
二
百
円
程
度

寄
せ
植
え
盆
栽
教
室

Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
会「
基
礎
技
能
」

寄せ植え盆栽教室作品

申
込
期
限

　

九
月
十
六
日（
金
）

町内に在住、在勤、在学している方。

申 込 資 格

　電話（平日午前９時～午後５時）

FAX・メールまたは生涯学習ガイ

ドブックについているハガキを郵

送してください。直接窓口に来て

いただいても結構です。

申 込 方 法

　定員を超えた場合は初めての

方を優先し、抽選により決定し

ます。申し込みが１０人未満の場

合や講師の都合により変更など

もありますので了承ください。

開講にあたって

社会教育課公民館係　ＴＥＬ（４８）１１１１（内２６０）
　　　　　　　　　　ＦＡＸ（４８）６２２９
メールアドレス　shakyo@town.agui.lg.jp

申し込み・問い合わせ先
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一市町村一国フレンドシップ事業

浴
衣
で
日
本
の
夏
を
満
喫

　

七
月
十
四
日
か
ら
愛
知
万
博
の
南
太
平

洋
共
同
館
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
パ
ビ
リ
オ
ン
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
る
バ
レ
ッ
ト
・

サ
ラ
ト
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

サ
ラ
ト
さ
ん
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ウ
ェ
ス

タ
ン
州
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
出
身
で
現

在
二
十
九
歳
。
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
商
工
業
雇

用
省
貿
易
部
門
に
勤
務
し
、
万
博
委
員
会

の
調
整
役
に
任
命
さ
れ
来
日
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
米
と
魚
が
大
好
き
で
、
趣
味
は

読
書
と
テ
レ
ビ
で
サ
ッ
カ
ー
中
継
を
見
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

八
月
十
六
日
に
は
「
あ
ぐ
い
ふ
れ
あ
い

盆
踊
り
の
夕
べ
」
に
参
加
し
て
、
浴
衣
を

着
て
町
民
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
日
本
の
夏

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　美しい海と豊かな森の楽園ソロモン諸島。女性たちは厳しい
自然や慣習、多民族社会の中でたくましく暮らしています。
　現在、日本にお住まいのソロモン諸島の女性２人を招き、ソ
ロモン諸島社会での女性の役割や日本人女性との違いなどの話
を聞きながら交流を図ります。

演題　「ソロモン諸島の女性たち」
日時　９月１２日（月）　午後１時半～午後３時
場所　中央公民館本館　大会議室３０１
講師　ソロモン諸島女性２人

〇岡本エビトアさん（日本人と結婚し東京在住の主婦）
〇白藤シンデレラさん（オイスカ関西研修センターに
滞在し日本語の勉強中）

入場　無料　要整理券（定員１００人）
※　整理券は９月１日（木）から企画財政課窓口で配布
します。

問い合わせ先　企画財政課　�４８-１１１１（内２０４･３０３）

（南太平洋共同館） 

バレット・サラトさん 

浴衣を着てくつろぐサラトさん
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八
月
八
日
、
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
自
然

観
察
会
に
同
行
し
、
板
山
地
区
の
高
根
湿

地
を
訪
れ
た
。

　

湿
地
内
の
前
方
に
は
森
が
広
が
り
、
中

央
に
は
池
が
見
え
る
。
保
護
さ
れ
て
い
る

場
所
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
も
う

そ
こ
に
は
貴
重
な
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。

足
で
踏
み
つ
け
な
い
よ
う
に
恐
る
恐
る

へ
っ
ぴ
り
腰
で
、
前
か
が
み
に
な
っ
て
歩

を
進
め
る
。

　

食
虫
植
物
の
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
を
発
見
。

海
に
生
息
す
る
ヒ
ト
デ
み
た
い
で
モ
ゾ
モ

ゾ
と
動
き
出
し
そ
う
な
感
じ
だ
。
そ
っ
と

人
差
し
指
を
近
づ
け
て
み
る
。
全
く
反
応

な
し
。
少
し
離
れ
た
所
に
シ
ラ
タ
マ
ホ
シ

ク
サ
が
咲
き
始
め
て
い
る
。

　

湿
地
内
に
は
人
工
の
池
で
は
な
く
自
然

が
作
り
出
し
た
池
が
あ
る
。
周
り
に
は
堤

防
が
な
く
背
丈
五
十
㌢
程
の
植
物
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
中
央
付
近
か
ら
は
孤
島
が
浮

か
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
植
物
が
水
の
中

か
ら
伸
び
て
い
る
。
水
面
に
前
方
の
森
が

映
し
出
さ
れ
、
観
光
地
の
絵
葉
書
に
登
場

し
そ
う
な
素
晴
ら
し
い
景
観
だ
。

　

気
合
十
分
で
長
靴
を
履
い
て
き
た
の
で

池
に
入
っ
て
み
た
。
沼
地
に
な
っ
て
い
た
。

遠
く
ま
で
は
行
け
な
か
っ
た
が
水
の
中
で

生
き
物
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
動
き
回
っ

て
い
る
。
水
面
に
細
い
体
を
し
た
イ
ト
ト

ン
ボ
が
卵
を
産
み
つ
け
て
い
た
。

　
「
あ
れ
が
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
だ
よ
」と

観
察
会
の
先
生
が
教
え
て
く
れ
る
。
日
本

最
小
の
ト
ン
ボ
に
出
会
え
た
。
感
動
。
体

長
は
小
さ
い
が
頭
部
や
胴
体
の
部
分
は
以

外
に
大
き
く
感
じ
ら
れ
存
在
感
を
示
し
て

い
た
。
前
回
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
撮
影
に
失
敗

し
て
い
る
の
で
今
度
こ
そ
と
思
い
カ
メ
ラ

撮
影
に
力
が
入
る
。
物
音
に
気
づ
き
別
の

場
所
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。（
広
報
マ
ン
と
し

て
恥
ず
か
し
い
。
今
回
も
ピ
ン
ボ
ケ
。
皆

さ
ん
に
顔
向
け
が
で
き
な
い
・
・
・
。）

　

普
段
、
ま
ち
の
中
で
聞
こ
え
る
車
や
人

の
声
は
全
く
耳
に
入
ら
ず
、
別
世
界
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
自
然
を
求
め
て
」編
は
今
回
で
終
了
し

ま
す
。
次
回
か
ら
は
「
川
沿
い
を
歩
く
」

編
を
連
載
し
ま
す
。

板
山
高
根
湿
地

　

貧
栄
養
の
土
壌
や
南
側
斜
面
と
地
下
か

ら
の
湧
き
水
が
弱
酸
性
の
水
質
を
持
っ
て

い
る
た
め
に
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
や
シ
ラ
タ

マ
ホ
シ
ク
サ
な
ど
の
湿
地
性
の
植
物
が
広

く
生
育
し
、
町
で
保
護
を
し
て
い
る
。

　

夏
の
終
わ
り
に
は
、
真
っ
白
な
シ
ラ
タ

マ
ホ
シ
ク
サ
が
湿
地
を
覆
い
、
日
本
で
見

ら
れ
る
最
小
の
ト
ン
ボ
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト

ン
ボ
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
近
は
環
境
の
変
化
や
無
断
採
取
の
た

め
、
植
物
の
数
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。

　

現
在
、
一
般
開
放
は
行
っ
て
い
な
い
。

�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

シラタマホシクサ

水辺を飛ぶトンボ

モウセンゴケ

多くの生物が生息する湿地内の池
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教室に参加して、人生を楽しく元気に過ごしませんか。

場　　所内　　　容日　　時

保健センター前向きに、ハッピーに過ごすための話
セラピスト・健美操指導員　岩本智恵美氏

９月２２日（木）
午後１時半～午後３時

※あいち健康プラザ一日ウェルネス教室を体験
・健康度評価・ストレッチ・筋力トレーニング

９月２９日（木）
午前９時～午後４時

保健センター太極拳を体験してみましょう
楊名時太極拳　　飯野一雄氏

１０月７日（金）
午前１０時～午前１１時半

阿久比スポーツ村ストレッチ・ウォーキング１０月１２日（水）
午前１０時～午前１１時半

保健センター調理実習「楽 ・々簡単手料理」　　　　町栄養士１０月２０日（木）
午前１０時～午後零時半

保健センターストレッチ・ウォーキング１０月２６日（水）
午前１０時～午前１１時半

□申込期限　９月９日（金）
□申し込み・問い合わせ先　
　保健センター　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

□対　象　６５歳～７１歳の男性で、全日程出席で
きる方

□定　員　２０人（定員になり次第締め切り）
□料　金　４，６００円
※　あいち健康プラザへは保健センターから送迎バスが出ます。バス利用の方は申し込みの
際にお知らせください。

　

夏
休
み
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
二
日（
金
）
野
鳥
観
察

　

藤
前
干
潟
の
野
鳥
を
観
察
し
た
後
、
名

古
屋
市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
で
地
震
な
ど
の

体
験
を
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
三
日（
土
）　

パ
ス
タ
作
り

　

手
作
り
の
パ
ス
タ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

七
月
二
十
四
日（
日
）　

木
工
工
作

　

た
く
さ
ん
の
道
具
を
使
い
、
本
格
的
な

木
工
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

八
月
五
日（
金
）　

子
ど
も
昆
虫
教
室

　

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
育
て
方
を
勉
強
し
ま

し
た
。

八
月
八
日（
月
）　

自
然
観
察
会

　

高
根
湿
地
に
出
か
け
、
珍
し
い
植
物
な

ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

八
月
十
三
日（
土
）　

天
体
観
測

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ウ
ム
に
出
か
け
、
大
型

望
遠
鏡
で
星
空
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

ど
の
教
室
も
、
い
つ
の
ま
に
か
子
ど
も

よ
り
親
が
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

親
子
で
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。

木工工作 パスタ作り 

子ども昆虫教室 

夏
の
日
の
思
い
出

夏
の
日
の
思
い
出 

夏
の
日
の
思
い
出

夏
の
日
の
思
い
出 

夏
の
日
の
思
い
出 



広報あぐい　２００５年９月１日号

13

　

み
き
ち
ゃ
ん
は
、
小
学
二
年
生
で
す
。

き
ょ
う
は
日
直
で
、
か
え
り
が
お
そ
く
な

り
ま
し
た
。

　

お
昼
か
ら
ふ
り
始
め
た
雨
は
、
か
え
り

に
は
ほ
ん
ぶ
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

げ
た
箱
の
中
に
は
朝
は
い
て
来
た
く
つ

の
か
わ
り
に
長
ぐ
つ
が
お
い
て
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
中
に
、

『
お
昼
の
き
ゅ
う
け
い
に
、
長
ぐ
つ
と
か

さ
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
母
よ
り
』

と
、
書
い
た
メ
モ
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
お
仕
事
し
て
る
の
に
持
っ
て

来
て
く
れ
た
ん
だ
」

　

み
き
ち
ゃ
ん
は
メ
モ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
る
と
、
長
ぐ
つ
を
は
き
ま
し
た
。
か
さ

立
て
の
前
に
立
っ
て
、
と
っ
て
に
ピ
ン
ク

の
リ
ボ
ン
の
つ
い
た
か
さ
を
さ
が
し
ま
し

た
。
リ
ボ
ン
に
は
『
あ
い
も
と
み
き
』
と

し
し
ゅ
う
が
し
て
あ
り
ま
す
。

「
あ
れ
っ
、
か
さ
が
な
い
よ
」

　

か
さ
立
て
に
は
、
数
本
の
こ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ほ
ね
が
折
れ
て
い
た
り
、
や
ぶ

れ
て
い
て
、
さ
し
て
か
え
れ
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
。

「
ど
う
し
て
な
い
ん
だ
ろ
う
」

　

み
き
ち
ゃ
ん
は
、
あ
ち
こ
ち
さ
が
し
ま

し
た
。
か
さ
立
て
の
下
も
の
ぞ
い
て
見
ま

し
た
。
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
し
か
た
が
な
い
。
走
っ
て
か
え
ろ
う
」

　

お
も
い
き
っ
て
、
雨
の
中
に
と
び
出
し

ま
し
た
。

　

ず
ぶ
ぬ
れ
で
家
に
か
え
り
ま
し
た
。
か

ぎ
で
げ
ん
か
ん
を
開
け
る
と
バ
ス
タ
オ
ル

と
き
が
え
が
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
だ
」

　

み
き
ち
ゃ
ん
は
ふ
く
を
き
が
え
る
と

キ
ッ
チ
ン
の
テ
ー
ブ
ル
に
、

『
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
と
っ
て
も
う

れ
し
か
っ
た
よ
』

と
、
び
ん
せ
ん
に
書
い
て
お
き
ま
し
た
。

　

み
き
ち
ゃ
ん
は
二
か
い
の
子
ど
も
べ
や

に
行
く
と
、
し
ゅ
く
だ
い
を
や
り
は
じ
め

ま
し
た
。

「
た
だ
い
ま
」

　

お
母
さ
ん
が
か
え
っ
て
来
ま
し
た
。
み

き
ち
ゃ
ん
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
お
母
さ

ん
は
げ
ん
か
ん
の
ろ
う
か
に
び
し
ょ
び

し
ょ
の
ふ
く
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
へ
ん
ね
え
。
か
さ
さ
し
て
も
こ
ん
な
に

ぬ
れ
た
の
か
し
ら
？
」

　

ぬ
れ
た
ふ
く
を
せ
ん
た
く
き
の
中
に
入

れ
る
と
、キ
ッ
チ
ン
に
行
き
ま
し
た
。テ
ー

ブ
ル
の
上
の
メ
モ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
よ
か
っ
た
、
か
さ
さ
し
て
き
た
ん
だ
。」

　

で
も
、
お
母
さ
ん
は
げ
ん
か
ん
に
み
き

ち
ゃ
ん
の
か
さ
が
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

「
か
さ
が
な
い
わ
」

　

げ
ん
か
ん
に
行
っ
て
お
母
さ
ん
は
つ
ぶ

や
き
ま
し
た
。

「
み
ー
き
、
み
ー
き
」

　

み
き
ち
ゃ
ん
は
、
二
か
い
か
ら
下
り
て

き
ま
し
た
。

（
し
ま
っ
た
。
か
さ
が
な
い
の
ば
れ
ち
ゃ
っ

た
か
な
？
）

　

み
き
ち
ゃ
ん
は
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

「
か
さ
は
さ
し
て
こ
な
か
っ
た
の
？
」

　

お
母
さ
ん
が
き
き
ま
し
た
。

「
か
さ
、
な
か
っ
た
の
」

「
な
か
っ
た
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
メ
モ

に
は
あ
り
が
と
う
っ
て
・
・
・
・
・
」

「
だ
か
ら
か
さ
は
な
か
っ
た
の
。
で
も
お

母
さ
ん
の
き
も
ち
が
う
れ
し
か
っ
た
か
ら

書
い
た
の
」

と
、
み
き
ち
ゃ
ん
は
こ
た
え
ま
し
た
。

「
ピ
ー
ポ
ン
、
ピ
ー
ポ
ン
」

　

げ
ん
か
ん
の
外
に
だ
れ
か
立
っ
て
い
ま

す
。

「
は
〜
い
」

　

お
母
さ
ん
が
ド
ア
を
開
け
ま
し
た
。

「
ま
い
ち
ゃ
ん
！
」

　

同
じ
ク
ラ
ス
の
ま
い
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
。」

　

ま
い
ち
ゃ
ん
は
、
あ
た
ま
を
下
げ
ま
し

た
。
雨
は
、
も
う
止
ん
で
い
ま
す
。

「
わ
た
し
の
家
し
っ
て
た
の
？
」

　

ま
い
ち
ゃ
ん
は
、
一
週
間
前
に
て
ん
こ

う
し
て
来
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
に
ゅ
う

い
ん
し
た
た
め
に
お
じ
さ
ん
の
家
に
あ
ず

け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

「
あ
い
も
と
み
き
ち
ゃ
ん
の
家
は
ど
こ
で

す
か
っ
て
、
さ
が
し
て
来
た
の
」

と
、
ま
い
ち
ゃ
ん
は
こ
た
え
ま
し
た
。

「
そ
う
だ
っ
た
の
。
で
も
、
ど
う
し
て
わ

た
し
の
か
さ
を
も
っ
て
る
の
？
」

　

ま
い
ち
ゃ
ん
は
、
手
に
み
き
ち
ゃ
ん
の

か
さ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
。
か
さ
立
て
の
前
を
通
っ
た

ら
、
か
わ
い
い
リ
ボ
ン
の
つ
い
た
か
さ
が

う
ら
や
ま
し
か
っ
た
の
。
み
き
ち
ゃ
ん
、

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
」

　

ま
い
ち
ゃ
ん
は
、
今
に
も
な
き
だ
し
そ

う
で
す
。

「
ま
い
ち
ゃ
ん
、
も
う
い
い
よ
。
て
ん
こ

う
し
て
来
た
と
き
か
ら
友
だ
ち
に
な
り
た

い
と
お
も
っ
て
た
の
」

「
あ
り
が
と
う
。お
友
だ
ち
に
な
っ
て
ね
」

と
、
ま
い
ち
ゃ
ん
は
え
が
お
に
な
っ
て
こ

た
え
ま
し
た
。

　

み
き
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
二
人
を

や
さ
し
く
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

し
ろ
や
ま
会
員　

木
村　

久
世

み
き
ち
ゃ
ん
の
か
さ

み
き
ち
ゃ
ん
の
か
さ 

み
き
ち
ゃ
ん
の
か
さ

み
き
ち
ゃ
ん
の
か
さ 

み
き
ち
ゃ
ん
の
か
さ 
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少
子
高
齢
化
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
、
児
童
虐
待
な
ど
社
会
で
さ

ま
ざ
ま
な
現
象
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
社
会
の
中
で
、就
労
・
育
児
・
家
事
・

介
護
な
ど
に
つ
い
て
、
女
性
と
男
性
が
互

い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
も
分
か

ち
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
、
よ
り

深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

□
日　

時　

九
月
十
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
半
〜

□
場　

所　

中
央
公
民
館
３
０
１
号
室

□
講　

師　

加
藤
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　

�
梨
基
子　

弁
護
士

□
演　

題　

　
「
日
常
生
活
と
男
女
共
同
参
画
」

□
参
加
費

　

無
料

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
０
）

�□
勤
務
場
所　

英
比
小
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
「
英
比
児
童
ク
ラ
ブ
」

□
勤
務
内
容

　

放
課
後
の
児
童
の
遊
び
を
通
し
て
、
生

活
面
の
指
導
、
家
庭
や
地
域
で
の
遊
び
の

環
境
づ
く
り
を
行
う
指
導
。

□
募
集
人
員　

一
人

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

□
勤
務
期
間

　

平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

□
勤
務
時
間

　

月
曜
〜
土
曜
日　

午
前
八
時
半
か
ら
午

後
六
時
ま
で

　

午
前
勤
務　

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
一

時
半
ま
で

　

午
後
勤
務　

午
後
一
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で

　

い
ず
れ
か
の
指
定
す
る
時
間

□
賃　

金　

九
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
小

学
校
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

資
格
証
明
書
の
写
し

□
申
込
期
限　

九
月
十
五
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
　

身
体
に
障
害
（
肢
体
不
自
由
）
が
あ
る

方
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
る
方
を
対

象
と
し
た
初
歩
的
な
操
作
の
た
め
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

□
内　

容

　

①
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

　

②
名
刺
作
り

　

③
デ
ジ
カ
メ
の
活
用
方
法

　

④
お
絵
描
き
ソ
フ
ト
の
活
用
方
法

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

⑤
そ
の
他

※　

以
上
の
中
か
ら
、
集
ま
っ
た
方
の
要

望
に
沿
っ
て
内
容
を
決
め
ま
す
。

□
日
時
・
場
所

　

九
月
二
十
九
日（
木
）

　

十
月
六
日（
木
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

　

知
多
市　

福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
研
修

　

�
０
５
６
２（
３
３
）７
４
０
０

※
都
合
の
よ
い
日
程
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
予
約
制

　

九
月
二
十
九
日
に
つ
い
て
は
九
月
二
十

二
日
ま
で
に
、
十
月
六
日
に
つ
い
て
は
九

月
三
十
日
ま
で
に
、
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

　

先
着
五
人
。

□
受
講
料

　

無
料
（
材
料
費
な
ど
の
実
費
は
い
た
だ

き
ま
す
）

□
主　

催

　

知
多
地
域
障
害
者
生
活
支
援
事
業

　

ひ
と
い
き

□
後　

援

　

知
多
五
市
五
町

□
問
い
合
わ
せ
先

ひ
と
い
き　

�
０
５
６
２（
３
４
）６
２

６
４　

担
当　

葛
間
（
く
ず
ま
）

�
　

登
記
お
よ
び
官
公
署
に
提
出
す
る
許
認

可
申
請
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

十
月
四
日（
火
）

　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

□
場　

所

　

中
央
公
民
館
１
０
２
号
室

□
相
談
内
容

・
相
続
、
遺
言
、
売
買
、
贈
与
、
建
物
新

築
に
よ
る
所
有
権
保
存
な
ど
不
動
産
の

登
記

・
会
社
、
法
人
の
登
記

・
農
地
法
に
よ
る
許
可
、
届
出
申
請

・
建
設
業
の
許
可
、
届
出
申
請

・
風
俗
、
食
品
、
旅
館
営
業
許
可
申
請

・
車
庫
証
明

・
そ
の
他
官
公
署
へ
の
提
出
書
類

□
相
談
員

　

愛
知
県
司
法
書
士
会
半
田
支
部
会
員

　

愛
知
県
行
政
書
士
会
知
多
支
部
会
員

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
司
法
書
士
会

　

�
０
５
２（
６
８
３
）６
６
８
３

　

愛
知
県
行
政
書
士
会

　

�
０
５
２（
９
３
１
）４
０
６
８

�□
主　

催

　

阿
久
比
町
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

□
開
催
日
時

　

九
月
十
八
日（
日
）八
時
半
受
け
付
け

　

九
時
開
会
式

　

予
備
日　

九
月
十
九
日（
月
）

□
場　

所　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

□
申
込
期
限

　

八
月
三
十
一
日（
水
）ま
で

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

　

�（
４
９
）２
５
０
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�

�

�

�

�

�

�
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□
応
募
資
格

・
普
通
課
程

　

高
校
卒
業
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
方
。

・
短
期
課
程

　

義
務
教
育
修
了
ま
た
は
、
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
し
、
障
害
が
固

定
し
て
お
り
、
訓
練
と
集
団
生
活
が
可

能
な
方
。

□
募
集
科
目
、
期
間
、
定
員
な
ど

　

下
記
の
と
お
り

□
選
考
方
法

　

普
通
・
短
期
課
程
と
も
一
般
教
養
試
験

　

と
面
接
を
実
施

□
入
校
日

　

平
成
十
八
年
四
月
十
二
日（
水
）

□
申
込
方
法

　

入
校
願
書
、
健
康
診
断
書
を
半
田
公
共

職
業
安
定
所
を
経
由
し
て
提
出

□
受
験
料
・
授
業
料

　

無
料

□
そ
の
他

　

訓
練
で
必
要
な
工
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
科
書
代
、
食
費
は
実
費
が
必

要
で
す
。
通
校
が
不
便
な
方
は
、
寄
宿
舎

に
入
寮
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校　

　

�
０
５
３
３（
９
３
）２
１
０
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
３
３（
９
３
）６
５
５
４

　

〒
４
４
１
‐
１
２
３
１

愛
知
県
宝
飯
郡
一
宮
町
大
字
一
宮
上
新

切　

‐　
　

３３

１４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.aihoi.ac.jp/  

Information

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
実
践
的

な
技
能
者
に
向
け
、
職
業
に
必
要
な
技
術

や
知
識
を
学
び
ま
す
。

□
募
集
科
目
、
募
集
定
員
、
募
集
期
間
な

ど

　

表
１
と
表
２
の
と
お
り

□
応
募
資
格

・
中
卒
コ
ー
ス　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
原
則
三
十
歳
以
下
の
方

・
高
卒
コ
ー
ス　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
原
則
三
十
歳
以
下
の
方

□
選
考
方
法

　

入
校
を
希
望
す
る
高
等
技
術
専
門
校
で

筆
記
試
験
と
面
接
を
実
施

□
入
校
日

　

平
成
十
八
年
四
月
十
二
日（
水
）

□
申
込
方
法

　

入
校
願
書
を
、
入
校
を
希
望
す
る
高
等

技
術
専
門
校
へ
直
接
、
ま
た
は
半
田
公
共

職
業
安
定
所
を
経
由
し
て
提
出

□
入
校
検
定
料
、
入
校
料
お
よ
び
授
業
料

（
金
額
は
一
部
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

・
入
校
検
定
料　

四
千
四
百
円

・
入
校
料　
　
　

五
千
六
百
五
十
円

・
授
業
料　

年
額
五
万
七
千
六
百
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



表１　募集科目、募集定員など

募集
定員

訓練
期間

コース
区　分

訓練科名高等技術専門校名

２０人
１５人

２年
２年

高卒コース
高卒コース

システム設計科
建築デザイン科

名古屋高等技術専門校
　名古屋市北区安井２�４�４８
　電　話　０５２�９１７�６７１１

２０人２年高卒コースメカトロニクス科
岡崎高等技術専門校
　岡崎市美合町字平端２４
　電　話　０５６４�５１�０７７５

２０人２年中卒コース木造建築科

東三河高等技術専門校
宝飯郡一宮町大字一宮字上新
切３３�４
　電　話　０５３３�９３�２０１８

７５人４科

合　　　　　計 ２０人
５５人

中卒コース 　　　１科
高卒コース 　　　３科

表２　募集期間と選考日

選　考　日募  集  期  間

平成１８年１月２０日（金）
平成１７年１２月１日（木）から
平成１８年１月６日（金）まで

中卒コース

平成１７年１２月９日（金）
平成１７年１１月１日（火）から
平成１７年１１月３０日（水）まで

高卒コース

選　考　日募集期間募集定員訓練期間訓練科目区分

第１回
平成１７年１１月６日（日）

第２回
平成１７年１２月１１日（日）

第３回
平成１８年２月２６日（日）

第１回（新規学卒者）
平成１７年１０月３日（月）から
平成１７年１０月３１日（月）まで

第２回（一般・新規学卒者）
平成１７年１１月１日（火）から
平成１７年１１月３０日（水）まで

第３回（一般・新規学卒者）
平成１８年１月４日（水）から
平成１８年２月１７日（金）まで

１５人２年シ ス テ ム 設 計 科普通
課程 １０人２年コンピュータ制御科

２０人１年Ｏ Ａ ビ ジ ネ ス 科

短期

課程

２０人１年Ｃ Ａ Ｄ 設 計 科

１年

デ ザ イ ン 科

２０人Ｗｅｂコース

１０人ＤＴＰコース

合わせて
４０人１年

園 芸 科

ア パ レ ル 科

彫 型 工 芸 科

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�

�

�
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町
で
は
、
私
立
高
校
に
通
学
し
て
い
る

生
徒
の
保
護
者
負
担
を
、
少
し
で
も
軽
減

す
る
た
め
の
授
業
料
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

授
業
料
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
次
の
条
件
に
い
ず
れ
も
該
当
す
る

方
で
す
。

①
十
月
一
日
現
在
、
私
立
高
校
の
全
日
制

課
程
（
通
信
制
・
定
時
制
お
よ
び
専
修
・

専
門
学
校
な
ど
は
含
ま
な
い
）
に
在
学

し
て
い
る
生
徒

②
十
月
一
日
現
在
、
生
徒
の
保
護
者
（
授

業
料
負
担
者
）
が
、
阿
久
比
町
に
住
所

が
あ
る
こ
と
。

□
補
助
金
額　

年
額
一
万
円

□
申
請
手
続

　

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
十
月

三
日（
月
）か
ら
三
十
一
日（
月
）ま
で
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
次
の
書
類
を
学

校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
私
立
高
校
授
業
料
補
助
金
交
付
申
請
書

・
十
月
一
日
現
在
の
在
学
証
明
書

　

九
月
末
か
ら
左
記
学
校
で
申
請
書
を
配

布
し
ま
す
。（
そ
の
他
の
学
校
の
生
徒
は
、

学
校
教
育
課
の
窓
口
へ
）

愛
知
高
校
・
名
電
高
校
・
愛
産
大
工
業
高

校
・
淑
徳
高
校
・
愛
知
女
子
高
校
・
瑞
穂

高
校
・
桜
花
学
園
高
校
・
亨
栄
高
校
・
金

城
学
院
高
校
・
至
学
館
高
校
・
椙
山
女
学

園
高
校
・
星
城
高
校
・
聖
霊
高
校
・
大
成

高
校
・
大
同
高
校
・
滝
高
校
・
同
朋
高
校
・

名
古
屋
高
校
・
高
蔵
高
校
・
名
古
屋
工
業

高
校
・
名
女
大
高
校
・
南
山
高
校
・
日
福

大
学
付
属
高
校
・
春
日
丘
高
校
・
名
城
大

学
附
属
高
校

※　

学
校
で
授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除

さ
れ
て
い
る
生
徒
は
授
業
料
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※　

私
立
高
等
学
校
通
信
制
・
定
時
制
お

よ
び
私
立
専
修
・
専
門
学
校
な
ど
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�
　
「
み
ん
な
は
性
の
こ
と
ど
う
思
っ
て
い

る
だ
ろ
う
」
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
こ
と

は
な
い
で
す
か
。

　

大
学
生
と
一
緒
に
、
楽
し
く
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

□
主　

催

　

半
田
保
健
所

□
日　

時

　

九
月
十
七
日（
土
）　

午
後
一
時
半
〜

□
場　

所

半
田
保
健
所
（
半
田
市
出
口
町
１
‐　
４５

‐
４
）

□
テ
ー
マ

　

― LO
V
E
O
U
R
FU
T
U
R
E

―

　

考
え
よ
う　

今
と
未
来
の
私
と
あ
な
た

□
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

岐
阜
大
学
医
学
部
看
護
学
科
の
学
生

□
対
象
者

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

半
田
市
、
阿
久
比
町
、
東
浦
町
、
武
豊

町
に
住
ん
で
い
る
中
学
校
二
年
生
、
三
年

生□
定　

員

　

三
十
人
（
先
着
順
）

□
費　

用　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
保
健
所　

地
域
保
健
課

　

�（
２
１
）３
３
４
１

�
　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
麻
し
ん
・

風
し
ん
予
防
接
種
が
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
二

回
接
種
に
変
わ
り
ま
す
。

　

接
種
年
齢
は
第
一
期
は
生
後
十
二
カ
月

か
ら
生
後
二
十
四
カ
月
ま
で
、
第
二
期
は

五
歳
か
ら
七
歳
ま
で
の
就
学
前
の
子
と
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※　

平
成
十
七
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
日

本
脳
炎
予
防
接
種
の
第
三
期
予
防
接
種

（
十
四
歳
か
ら
十
六
歳
未
満
の
者
）
は

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

�
　

高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
で
平
成
十

八
年
四
月
一
日
か
ら
、
年
金
支
給
開
始
年

齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
に
あ
わ
せ
て
、
六

十
五
歳
（
※
１
）
ま
で
の
定
年
の
引
き
上

げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
る

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

雇
用
措
置
を
と
る
こ
と
が
事
業
主
に
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

定
年（
六
十
五
歳
未
満
の
も
の
に
限
る
）

の
定
め
を
し
て
い
る
事
業
主
に
つ
い
て
は

①　

定
年
の
引
き
上
げ

②　

継
続
雇
用
制
度
の
導
入

③　

定
年
の
定
め
の
廃
止

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
事
業
主
は
労
使
協
定
で
②
の
継

続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に

係
る
基
準
を
定
め
、
こ
の
基
準
に
基
づ
く

制
度
を
導
入
し
た
と
き
は
②
の
措
置
を

と
っ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

※
１　

こ
の
年
齢
は
年
金
（
定
額
部
分
）

の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
あ
わ
せ
、
平
成
二
十
五
年

四
月
一
日
ま
で
に
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

・
平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年

三
月
三
十
一
日　
　
　

六
十
二
歳

・
平
成
十
九
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
二

年
三
月
三
十
一
日　
　

六
十
三
歳

・
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十

五
年
三
月
三
十
一
日　

六
十
四
歳

・
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
五
歳

　

次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

九
月
二
十
八
日（
水
）　

午
後
一
時
半

□
場　

所

　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
公
共
職
業
安
定
所　

雇
用
指
導
官

　

�（
２
１
）０
３
６
７

�
�
�
�
�
�
�
�
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若
年
者
の
就
職
、
再
就
職
の
機
会
拡
大

の
た
め
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

十
月
十
四
日（
金
）午
後
二
時
〜
午
後

　

四
時
（
受
け
付
け
午
後
一
時
半
〜
）

□
場　

所

　

住
吉
福
祉
文
化
会
館

□
対
象
者

　

年
齢
が
お
お
む
ね
三
十
五
歳
以
下
の
求

職
者
の
方

□
参
加
事
業
所

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
半
田
で
求
人
を
行
っ
て

い
る
事
業
所
十
二
社
程
度

□
参
加
料　

無
料

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
職
業
安
定
協
会

　

�（
２
１
）４
４
４
１

�
　

裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
、
弁
護
士

会
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
一
週
間
を
「
法

の
日
」
週
間
と
し
て
、
全
国
各
地
で
講
演

会
な
ど
各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
中
で
裁
判
員
制
度
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
の
詳
細
や
催
し
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.courts.go.jp/

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課　

　

�
０
５
２（
２
２
３
）３
４
１
１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出
す
る
生
ご

み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
装
置
の
購
入
費
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

今
ま
で
容
器
と
処
理
機
の
ど
ち
ら
か
を

選
ん
で
も
ら
い
購
入
費
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
し
た
が
、九
月
一
日
か
ら
容
器
・

処
理
機
と
も
に
一
回
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

□
対　

象

　

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
（
容
器
・
処
理
機
）

□
補
助
対
象
者
な
ど

　

阿
久
比
町
在
住
の
方
で
、
一
世
帯
に
つ

き
容
器
と
処
理
機
そ
れ
ぞ
れ
一
回
限
り
で

す
。
容
器
に
つ
い
て
は
、
一
回
に
二
基
ま

で
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
補
助
金
の
額

　

容
器
・
処
理
機
と
も
購
入
金
額
の
二
分

の
一
。
た
だ
し
、
容
器
に
つ
い
て
は
千
円
、

処
理
機
に
つ
い
て
は
二
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

□
申
請
方
法

　

購
入
予
定
の
方
に
は
、
環
境
衛
生
課
窓

口
（
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）
で
申
請
書
を

配
布
し
ま
す
。
申
請
書
の
裏
面
に
販
売
店

で
販
売
証
明
を
し
て
も
ら
い
、
領
収
書
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
の
交
付
は
、
口
座
振
替
と
な
り

ま
す
の
で
、
請
求
書
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
の
際
に
は
、
印

鑑
と
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

処理機容器

補助金を交付 補助金を交付 

生ごみ処理機・容器 
購入費に 

補助金を交付 

Information
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　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ７，８８６　　（　２８）

人　口　２４，７４８人（　４７）

　男　　１２，２５８人（　２６）

　女　　１２，４９０人（　２１）

（　　）は前月との増減数

７月中の異動

　出生　１４　転入 １０６

　死亡　１４　転出　５９

平成１７年８月１日現在

　１０月１日現在で全国一斉に国勢調査が行われます。９月下旬から国勢調査員が各世
帯を訪問して調査票を配布し、記入していただいた後、１０月上旬に調査員が調査票を
集めます。
　国勢調査にご協力をお願いします。

※　国勢調査は日本に住んでいるすべての人を対象とする国の最も基本的な調査で、
国内の人口や世帯の実態を明らかにするため５年ごとに行われます。

１０月１日は 
国勢調査の日 
１０月１日は 
国勢調査の日 


